
[演習]1次方程式を自動生成する

■ 次の出力を参考に、1次方程式を自動生成し、その解（近似
値でよい）を表示するプログラムを作成せよ。

■ ただし、ax = b の a は 2以上9以下の整数、b は 1以上10以下
の整数となるように乱数を発生させよ。
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[演習]1次方程式を自動生成する（解答）

解答例
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[演習] じゃんけんのプログラム

■ 乱数を使うと簡単なゲームが作れる。

■ 次の出力結果を参考に、コンピュータとじゃんけんの勝負を
するプログラムを作ってみよう。

入力が
正しい

入力が
正しくない

最初の
処理に戻る

Step.1 入力が不正かどうか判定する。

Step.2 自分の手を表示させる。

Step.3 コンピュータの手を表示させる。

Step.4 勝敗を判定する。
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[演習] 解答・Step 1 まで

解答例
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Step.1 入力が不正かどうか判定する。

Step.2 自分の手を表示させる。

Step.3 コンピュータの手を表示させる。

Step.4 勝敗を判定する。



[演習] 解答・Step 2 まで

解答例
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Step.1 入力が不正かどうか判定する。

Step.2 自分の手を表示させる。

Step.3 コンピュータの手を表示させる。

Step.4 勝敗を判定する。



[演習] 解答・Step 3 まで

解答例（Step 1 は省略）
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Step.1 入力が不正かどうか判定する。

Step.2 自分の手を表示させる。

Step.3 コンピュータの手を表示させる。

Step.4 勝敗を判定する。



[演習] 解答・Step 4 まで

解答例（Step 1 と Step 2 は省略）

25

Step.1 入力が不正かどうか判定する。

Step.2 自分の手を表示させる。

Step.3 コンピュータの手を表示させる。

Step.4 勝敗を判定する。

じゃんけんの勝敗は互いの手の
差を 3 でわった余りで判定。
ただし、JavaScript では負の余
りは負になるため、自分の手に 
3 を加えた（第5回資料参照）。



[演習] じゃんけんのプログラム（解答まとめ）
解答例
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46行目の else if の条件について、
模範解答が分かりづらい場合は
自分の手が勝つ条件を全列挙して
(myHand == 0 && cpuHand == 1)
|| (myHand == 1 && cpuHand == 2)
|| (myHand == 2 && cpuHand == 0)
のように書く方法も考えられる。
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